
中国人の日本語学習における 

誤りの共有と学びあいによる協働学習 
 

張 莉*1・北 英彦*1・下村 勉*2 
Email: 416001A@m.mie-u.ac.jp 

 

*1: 三重大学工学研究科電気電子専攻 

*2: 三重大学教育学部 
 

 

◎Key Words 協働学習，日本語学習，誤りデータベース 
 

1. はじめに 

外国語を学ぶ場合には、間違いを恐れるのではなく、

間違いから学ぶことが重要である。教育現場では作文

における誤用は、教師が添削して、学習者に返却する

だけなので、学習者はなぜ間違えたのかわからないま

まになってしまうことが多い。通常、学習者は誤用が

悪いものという認識があるので、誤用をノートに残す

ことも少ない。そのため、学習者が同じような間違い

を何度も起こしてしまう。学習者が自分の誤りを起こ

さないように、誤りを記録し、いつでも復習できるよ

うにデータベース化することを考える。日本語の誤り

のデータベースに関しては、寺村秀夫によって収集さ

れた言語研究者のための「外国人学習者の日本語誤用

例集」[1]がある。また、小柳昇、望月圭子によって構築

された「オンライン日本語誤用辞典」[2]は主に日本語教

師に向けたもので、日本語学習者も検索して学習でき

るようなものである。本研究では、専門家が作成した

ものではなく、学習者が自ら自分の誤りをデータベー

スに登録し、それを活かして学ぶことに注目する。 

一方、中国における日本語教育は、講師が説明する

だけの一方的な教育方法で行われている。学習者は受

身として聞く、模倣・暗記するなど単調な方法での学

習が多く、学習者間の相互性はあまり重視されていな

い。本研究では、学習者間での間違いに気づき、誤り

を共有し、学びあうという協働的な学習を目的とする。 
 

2. 概要 

本研究では、中国人日本語中級以上の学習者を対象

にして「学習者参画型データベース：学習者が自ら学

んだことや創造したことをデータベースに登録し学習

成果の共有を図ることをねらいとする」[3]という考え方

に基づき、学習者の作文における誤用に着目し、学習

者参画型の誤りデータベースを設計した。さらに、誤

りデータベースを用いて、誤りの共有と学びあいを重

視した協働学習法を開発した。本学習法においでは学

習者たちは自分の書いた作文における間違い互いに指

摘して、間違いの原因や正解文について話し合う。そ

れぞれの間違いの正解を理解したうえで、学習者が自

分の誤りを自ら誤りデータベースに登録する。この学

習を繰り返すことで誤りデータベースを充実していく。

その後、学習者は誤りデータベースを利用して復習す

ることができる。 

3. 誤りデータベース 

本研究では、学習者参画型の誤りデータベースとし

ては、eラーニングシステムの一つであるMoodle［3］の

データベース機能を用いる。 

学習者参画型の誤りデータベースの誤り分類に関し

ては村田[5]の分類方法を参考にして、更に細分化したも

のとした。誤用分類項目の18項目には大きく語彙、文

法、表現、その他からなっている。誤りデータベース

の項目は、学習者の名前、日付、誤用分類、作文テー

マ、誤用内容（誤文、正文、解釈）とした。誤りデー

タベースに学習者が自ら自分の誤りを蓄積することに

よって、学習者参画型の誤りデータベースを構築する。 

 

4. 誤りデータベースを用いた協働学習法 

学習者参画型の誤りデータベースを用いて、中国人

日本語学習者が書いた作文における誤りに着目した協

働学習法を開発した。その協働学習法の概念図を図 1

に示す。 

 

 
 

図1 誤りの共有と学びあいを重視した 

協働学習法の概念図 
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4.1 作文活動 

本研究では、学習者の日本語表現の誤りに着目した

ため、作文内容の構成、書き方などは問わない。また、

学習者の作文負担を軽減するように、図 2 のような四

コマ漫画の作文教材を用意することにした。学習者が

作文を書きやすいように、四コマ漫画作文の内容は、

学習者たちがよく知っているイソップの物語である。

その物語を説明文で表現する。作文の文字は 300 文字

程度に制限した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
4.2 グループによる誤り探し 

3人1組のグループで、作文の後、グループ内で互い

の作文にある間違いを探しだして、それについて、デ

ィスカッションをして正しい答えをいっしょに考える。 

 

4.3 誤り分析カードの利用 

誤りについてディスカッションした結果を図 3 に示

した誤り分析カードに記入する。誤り分析カードの誤

文の欄には学習者が探し出した誤り文、疑問を持って

いる文を記入する。解釈の欄には、誤文に関してなぜ

間違えたのか、正文をどのように説明すればわかりや

すいかを記入する。 

 

4.4 誤りを誤りデータベースへの記録 

学習者が誤り分析カードに記入された自分の誤りを自

ら誤りデータベースに登録する。学習者が誤りデータベ

ースに登録した誤りの一例を図4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5 誤りデータベースの利用 

誤りデータベースの利用方法に関しては、二つある。

一つ目は誤りデータベースによる誤りの共有と学びあい

である。二つ目は誤りデータベースによる自分の誤りの振

り返りである。  

 

5. 協働学習法の実践 

実践対象者は中国人日本語能力が中級以上の学習者

11 名とした。実践する前、ガイダンスを行い、Moodle

上で事前アンケートを実施した。その後、協働学習法

に従って実践を行った。全 4 回の実践が終わった後、

誤りデータベースを利用して、誤りの共有と学びあい

活動を行う予定であったが、実践するうちに、学習者

は前回の実践で起こした誤りを忘れてしまうことがあ

ったため、3回目の実践後、一度誤りの振り返り学習を

指示した。その後、4 回目の実践を続けた。実践後に、

事後アンケートと事後テストを行った。 

 

6. 実践の結果 

6.1 誤りデータベース 

実践によって構築された学習者参画型の誤りデータ

ベースのデータ数は259件である（2016年1月の時点）。 

誤りデータベースに登録された誤りの種類別登録数を

多いものから順に並び替えたものを図5に示す。 

 

 
 

図5 誤りデータベースに登録された誤り種別 

 

 
図2 四コマ漫画作文教材一例 

 
 

図3 誤り分析カード 

 

  

図4 誤りデータベースに登録されたデータ例 
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分類した18種類の誤用項目の中で、上位の3種類の

誤りは「自・他動詞：89件」（誤：自分で川を渡す→正：

自分で川を渡る）、「助詞：50件」（誤：友達はこの川に

溺れた→正：この川で溺れた）、「動詞の活用：29 件」

（誤：運ぶたい→正：運びたい）に関する誤りであっ

た。中級以上の日本語学習者にとっても自動詞と他動

詞の使い分けが難しいことが分かった。 

学習者個々の日本語能力と誤りの件数の関係を図 6

に示す。学習者は日本語国際能力試験の 1 級を合格し

ていても、作文には誤りの件数が少なくないことがわ

かった。すなわち、日本語能力 1 級合格者でも、日本

語文章作成力の向上に力を入れる必要がある。 

 

 
図6 学習者日本語レベルと誤り件数 

 

6.2 誤り数の変化 

4 回の実践における誤り数の変化を図 7 に示す。実践

の繰り返しによって誤り数がだんだん減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践の毎回の作文字数の変化を図 8 に示す。実践の

繰り返しによって字数はあまり減少していない。一方、

誤りの件数はだんだん減少した。なお、1回目から3回

目の間は誤りの減少が少なかったが、3回目から4回目

では誤り減少が大きかった。学習者の作文の文字数は

毎回同じくらいにも関わらず、4回目の誤りの数が大き

く減少したことは、3回目の実践後に一度、誤りデータ

ベースを活用して振り返り学習を行ったことに関わっ

ている可能性がある。すなわち、振り返り学習が 4 回

目の実践に働きかけた可能性がある。 

 
図8 作文文字数の変化 

 

7. 協働学習法の有効性についての検討 

7.1 誤りに着目することの適切さ 

誤りは悪いものというイメージがあるので、学習者

は自分の誤りを他人に知られることに抵抗感があるの

ではないかと予想した。しかし、事前アンケートの結

果には、予想に反して、90%以上の学習者は抵抗感があ

まりないと答えた。そこで、本協働学習法が誤りに着

目することは、学習者にとって適切であったと推測で

きる。なお、実践後、一人の学習者は抵抗感が生じた。

その理由は自分の誤りが多くて恥ずかしかった。学習

者の恥ずかしさを軽減するため、誤りだけを指摘する

のではなく、作文のよい点もほめる方法を取り入れる

ことは今後の課題である。 

 

表1 誤り検出率 

項目 誤り個数 検出（学） 未検出 検出率 

1回目 91 64 27 70% 

2回目 59 53 6 90% 

3回目 66 51 15 77% 

4回目 42 30 12 71% 

 

本協働学習法においては、学習者間で誤りを探しだ 

し、正解を探求することであったため、学習者間では

どれくらいの誤り検出率があるかを分析した。誤り個

数は日本人 3 名による誤り検出数で、検出（学）は学

習者たちが検出した誤り件数である。表に示すように

それぞれ実践の課題における誤りの検出率が 70％以上

であった。つまり、本協働学習法は学習間での誤り検

出には効果があると示唆された。しかし、約 30％の誤

りが検出されていなかった。学習者が未検出の誤りに

は、例えば「山田さんと家族がうれしかった」のよう

に文法上の誤りではないが、違和感があるような文が

あった。それらのような誤りにどのように対応するか

は今後の課題とする。 

7.2 モニター意識の向上 

学習者の「誤りを繰り返さない意識していますか」

に関しては、事前・事後アンケート結果を図9に示す。

「ややはい」から「はい」に変化して答えた学習者が

63.6％であった。実践を通して学習者の自分の誤りを繰

り返さない意識が強くなった。「学習者が自分の産出し

た言語表現が正しいかどうかをチェックする能力、す

なわちモニター能力が言語学習において重要で、教師 

 
図7 誤り件数の変化 

振り返り学習の

実施 
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図9 誤りを繰り返さない意識の結果 

 

は訂正活動を意識的もさせることより、学習者が誤り

を見過ごさないよう習慣づけの活動をさせるべきであ

る」[6]。本協働学習法では、学習者が誤りを見いだし、

学びあいのような学習活動の繰り返しで誤りを直す意

識や繰り返さない意識の向上は学習者のモニター意識

が向上したといえる。また、誤りから学ぶことの大切

さが実感することができるようになって、学習者のモ

ニター能力の向上にもつながるのではないかと推測で

きる。 

7.3 誤りの共有と学びあい 

グループ活動の段階に関しては、学習者から「自分

が気づかない誤りを他人によって指摘されて初めてわ

かった」「誤りについて討論することは理解が深まっ

た」「他人の誤りからも学んで、同じような誤りを起さ

ないようにしている」「みんな同じような誤りを起こし

ていることに気づいて、恥ずかしさがなくなった」な

どのコメントがあった。すなわち、誤りデータベース

を利用して、他人と同じような誤りに気づき、不安感

が軽減し、学習の機会が増えた。 

7.4 誤りの傾向の把握 

誤りデータベースの検索活用によって図10に示すよ

うに 91%の学習者は自分の誤り傾向や特徴に気づいて

いる。学習者は誤りデータベースを利用して、自分の

誤りを一覧して振り返ったとき、同じ種類の誤りが何

回も登録されていたことに気づき、自分の誤り傾向を

認識したと思われる。誤り傾向を認識して、更にモニ

ター意識も働けば、日本語の学習効果があると期待で

きるのではないかと考えられる。 

 

 
図10 自分の誤り傾向の把握 

7.5 学習効果 

 開発した協働学習法の学習効果をアンケートの結果 

から判断するだけでは不十分のため、実験者に対して、

事前・事後のテストを行った。図11を示すように事後

の得点が全体的にあがった。 

 

 
図11 事前・事後テストの比較結果 

 

7.6 満足度 

本協働学習法に対しての満足度調査を行った結果、

91％の学習者はよかったと答えた。それは、学習者は

誤りの共有と学び合いによって、誤りから学ぶ大切さ

を実感でき、自分の誤りの傾向を発見できた。また、

誤りから理解が深まったなどが考えられる。 
 

8. おわりに 

本研究では中国における受身的な学習とは異なり、

学習者の誤りを共有し、学びあう協働学習法を開発し、

実践した。 

協働学習法に基づいた学習活動を通して、学習者自

身が気づかない誤りを他人の指摘によって気づくこと

ができた。自分の誤り傾向を認識して、それを直す意

識や他人の誤りから学ぼうとする意識が高まった。 

実践する対象者や回数を増やして、誤りデータベー

スの登録データを充実すること、誤りデータベースを

用いての振り返りの機会を増やし、学習の定着を強め

ることなどが今後の課題である。 
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